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実 験 方 法
供試材 :長さ 1.5m,直径約 40cm のヒノキの電柱一本よりつぎにのべるすべての試片を-
無作為に採取した｡またその中より年輪巾の大きいものと小さいものとを別にした｡前者は心
材部分であり,後者は辺材部分に大体相当する｡
試片の形状および寸法 :試片の形状は Fig.1.に示す如 く正方断面をもち,高さが断面の一
辺の2倍である直方体で,その寸法を50×50×100mm3.20×20×40mm3,10×10×20mm3,














トンのアムスラー型万能 試 験 機,
BIR,甜T,ⅣR,ⅣTは最高 100
トンのアムスラ-型万能試験機である｡
荷重速度は縦圧縮で毎分 100kg/cm2 横圧縮で毎分 15kg/cmO-を用いた｡
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実 験 結 果 お よ び 考 案
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戟
なお,圧縮破壊固有の滑 り破壊面
の出現した典型的と思われる一例を
Fig.2に示した｡この結果,横圧縮
においては春秋材の境が破壊に大き
な役割を果しているようである｡
